
第22回 

（令和7(2025)年度） 

日本学術振興会賞推薦書 

候補者 

様式２ 

 受付番号 

① 区 分
01.思想、芸術およびその関連分野

② 専門分野 分析哲学 

（ローマ字） 

（カタカナ） 

③ 氏 名

（ GAKUSHIN Hanako 

（ ガクシン ハナコ 

学振 花子 

） 

） 

 

④性別 
1.男

2.女
⑤国籍 日本 

⑥生年月日
西暦 1979年9月1日 生 

（ 2025年4月1日 現在 45 歳 ） 

⑦研究者番号

12345678 

⑧現 職
所属機関・部局名学振大学大学院○○研究科 職名 

教授 

⑨博士の 
学位取得 

2005年3月 博士（ ○○学 ）の学位取得（ 学振大学 ） 

1. 2000年3月 ○○大学○○学部卒

2. 2002年3月 ○○大学大学院○○研究科修士課程修了

3. 2003年4月 日本学術振興会特別研究員-DC

4. 2005年3月 ○○大学大学院○○研究科博士課程修了

⑩ 略 歴

（年は西暦で  

記載すること） 

5. 2005年4月 日本学術振興会海外特別研究員

6. 2007年4月 ××研究所××研究部特任研究員

7. 2009年4月 学振大学大学院○○研究科助教

8. 2013年4月 学振大学大学院○○研究科准教授

9. 2020年4月 学振大学大学院○○研究科教授（現在に至る）

10.

⑪海外での

研究経歴

1． 2005年4月 ～ 2007年3月 ==大学==研究所訪問研究員（米国）

2． ～ 

3． ～ 

⑫出産・育児
による休業等 

あり （通算6ヶ月） 

( ２０１５年８月～２０１６年１月 第１子の出産・育児のため６ヶ月研究中断) 

⑬研究テーマ 

（和文）======に関する研究 

（英文）Research on ********* 

推薦機関又は推薦者 

推薦機関名又は推薦者所属機関名 

学振大学 

機関長名又は推薦者名 

学長 

学振 太郎 

本推薦書に関する連絡担当者・連絡先 

機関名：学振大学 部局： 人材育成事業部人材育成企画課

氏名： 麹町 一雄 

TEL: 01-2345-6789 E-mail: aaaaa@jsps.go.jp 

推薦理由書
(様式３) 
作成者２名 

- 1 -

Ａ 
所属機関名 学振大学 氏名 ○○ ○○

Ｂ 
所属機関名 ××研究所 氏名 ×× ×× 

見本

mailto:aaaaa@jsps.go.jp


第 22回（令和 7(2025)年度）日本学術振興会賞    様式２ 

【候補者氏名 】 
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⑭推薦理由 ※１頁以内に収めること 

見本



【候補者氏名            】
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第22回（令和7(2025)年度）日本学術振興会賞     様式３－１ 

推 薦 理 由 書 Ａ 

候補者氏名 

推薦理由書作成者名 

署 名 

（推薦理由書作成者） 

所属機関・部局・職名 

候補者との関係 ＴＥＬ 

※１頁以内に収めること E-mail 

※ 推薦理由書作成者は、候補者の研究をよく理解している研究者とし、少なくとも１通は候補者の所属

機関以外の研究者が望ましい。推薦者又は候補者と同一人物であってはなりません。 

見本



【Name of nominee 】

- 3 -

22nd (FY2025) JSPS Prize   Form 3-1 

Recommendation Form A 

Name of nominee

Your name
Signature

Your affiliation

Your relationship to the nominee Telephone number 

Email 

*Delete this entire text box when completing this form. 
The text should fit on just one page.
Recommendation Forms need to be filled out by researchers who know 
the nominee's research well. It is desirable that at least one of the Forms 
come from a researcher who is not in the same organization as the 
nominee.  It is essential that the researchers preparing the Forms are not 
the recommenders or the nominee.

見本



【候補者氏名            】
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第22回（令和7(2025)年度）日本学術振興会賞     様式３－２ 

推 薦 理 由 書 Ｂ 

候補者氏名 

推薦理由書作成者名 

署 名 

（推薦理由書作成者） 

所属機関・部局・職名 

候補者との関係 ＴＥＬ 

※１頁以内に収めること E-mail 

※ 推薦理由書作成者は、候補者の研究をよく理解している研究者とし、少なくとも１通は候補者の所属

機関以外の研究者が望ましい。推薦者又は候補者と同一人物であってはなりません。 

見本



【Name of nominee 】

- 4 -

22nd (FY2025) JSPS Prize  Form 3-2 

Recommendation Form B 

Name of nominee

Your name
Signature

Your affiliation

Your relationship to the nominee Telephone number 

Email 

見本

*Delete this entire text box when completing this form. 
The text should fit on just one page.
Recommendation Forms need to be filled out by researchers who know 
the nominee's research well. It is desirable that at least one of the Forms 
come from a researcher who is not in the same organization as the 
nominee.  It is essential that the researchers preparing the Forms are not 
the recommenders or the nominee.



第 22回（令和 7(2025)年度）日本学術振興会賞   様式４ 

【候補者氏名 】
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業 績 調 書 

Ⅰ【研究の概要】 ※２頁以内に収めること。なお、以下の記載方法に関する記述の枠は削除不可。 

Ⅱ【研究業績】を適宜引用（図表等を含めてもよい）しながら、（１）研究業績の要約（４００字程度）、（２）研究

の背景と目的、（３）研究の方法と主な成果、（４）当該分野における研究業績の独創性とインパクトの各項目について

それぞれ具体的に記載してください。 

特に、グループによる研究の場合は、候補者が主体的に貢献した部分が分かるよう具体的に記載してください。

見本



第 22回（令和 7(2025)年度）日本学術振興会賞   様式４ 

【候補者氏名 】
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Ⅰ【研究の概要】（続き）※２頁以内に収めること 

見本



第 22回（令和 7(2025)年度）日本学術振興会賞   様式４ 

【候補者氏名 】
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Ⅱ【研究業績（主な論文又は著書等一覧）】 

番号 主な論文又は著書等の題名等 

記載に当たっては、現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、通し番号を付して記入してください。 

なお、特に重要な論文又は著書等（５件以内）については該当する番号に○印を付けてください。 

また、学術誌へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定されているものに限ります。 

○論文：全著者名(候補者名に下線), 論文題目, 掲載誌名, Vol. ,pp． -  ,年

○著書：全著者名（候補者名に下線），書名，出版社名，発行場所，全頁数（分担の場合は担当頁数），発行年

見本



第 22回（令和 7(2025)年度）日本学術振興会賞   様式４ 

【候補者氏名 】
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番号 主な論文又は著書等の題名等 

※ 研究業績数が多い場合には、本頁を追加することができます。

見本



第 22回（令和 7(2025)年度）日本学術振興会賞   様式４ 

【候補者氏名 】
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Ⅲ【過去に受けた主な賞】 ※１頁以内に収めること 

見本



【候補者氏名 】

第22回（令和7(2025)年度）日本学術振興会賞     様式４別紙 

「業績調書一覧」 

候補者氏名 コード・区分 

番 号 特に重要な論文又は著書等の題名 

注）「業績調書」（様式４）の「Ⅱ【研究業績】」で、特に重要な論文又は著書等として○を付した業績の

番号及び業績名に一致するようそれぞれ番号を論文の別刷等の表紙に記入し、取りまとめて本様式と

ともにクリップ留め等してください。 

見本


